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口はけ く ----一年 社杜に表 以国死 際類け コ ジ
間日 れな 十へわ会会 ‘し人そ来かかわ世的の人市アこ

題本ばる 九ーーがをの社た U れの ら らが論立間口で議と

解のな話人世九国作活会が問は初注少国が場題問旧貝 し

決将らだで紀八でる力の ‘題 ‘の H 廂は高かだ題連フこ 彎
と 来な ゜ー初 0 はこ向仕今審高試さ少 ‘ま らけは主 オ月

いがい社人め年生と上組回議齢練れ死人 り捉で国催 I 
ヽ

召7 か

I 
会をに-産かにみの会化がてヘロつえは家のラ イ

視か の扶はに年大ーを 白は社待いののつ ‘な百 ゴムン

‘占’‘‘ つと仕養四は齢切役変書
‘会ちる 人多あ対 ＜ 年国第 ド 頭かて 白組し 七人だ買えは六の構 ゜口い る応 ‘の連一の

らい書みな三 ロ と し、
ヽ

‘月到え そ転アこ し地計人回ニ

~ ロ贔も る も をけ人四へ指 ‘高高二来ての換ジ と て球の日大 ユ

大 ゜強人れで人十摘生齢齢十でい ゴにアはい的基会会 I 
き 同調生ばーで五し き者化日 ある 人成地歓か視礎議し デ レ
な時し八な人ーオてがが杜 ‘る ° 口功城迎な野でし がリ

使にて十ら を人かいい福会十 ゜ 先しですけであが開 I 
命 ‘い年な ‘のら る を祉に年 進た ‘べれ うる開かで

がアる時 ＜ さ 名六 ゜持の適ぶ 国唯人ぎ ば平がかれ 7 

かジ ゜代な ら人十 つ担切 り
L ーロ風な和 ‘れた人

かア翡に る に を四 ていにに のの増潮ら 同るが口

つ ‘齢合 ゜二扶才 人手対 わ国）)n でな共時
0 

‘と-, 
てそ化う 若千養- 生と応人 がと をあい存に 八関

し、 し杜寸者―-~ しが を し し ロ 国 し抑る

I 
L 
単 月 発

るて会法に十て昭 全てて白 にてえ ゜ と に にに

゜世のには五い和 う積い書 も ‘ ‘ と しヽ —一 は関

界対直気年た五 で極 ＜ 
L ‘枇多 し、 7 国 メす

の応さ のにが十 ぎ的たを 有界産 ？ 全家 キる

人にな遠は ‘五 るにめ発 史各多 国人だ シア
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出
廂
及
び
死
亡
）

①
机
帯
事
項

の
項
目
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
世
帯
情
況
、
世
帯
住
所
、
柑
帯
貝
数
、
世
帯
内
の
八
一
年
度

つ
い
て

（
就
業
状
況
‘
職
種

の
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と

死

亡

率

、

自

然

増

加

率

が

直

接

推

定

で

ぎ

る

よ

う

に

し

て

い

る

③

就

業

に

が
導
入
苔
れ
た
こ
と
。

ま
た
八
一
年
度
の
死
亡
も
同
時
に
調
牡
さ
れ
出
牛
率
、

中
国
の
第
―
二
回
人
ロ
セ
ン
サ
ス
は
一
九
八
二
年
七
月
一

幣
名
簿
を
作
成
し
‘

②
出
産
項
目
（
女
子
の
出
陀
回
数
と

f
供
の
数
、

業
務
内
容
等
）

八
一
年
度
の
出
廂
状
況
等
）

こ
れ
に
よ
り
重
複
申
告

申
告
漏
れ
を
防
い
だ
こ
と

今
回
の
セ
ン
サ
ス
の
特
徴
は
‘
①
中
国
全
土
に
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
為
の
冊

日
に
実
施
さ
れ
た
。

は

じ

め

に

rot
局
公
表

（
解
説
文
）

を
翻
訳
し
た
。

婚
釧
、
出
産
、
教
育

（
文
盲
率
）

な
ど
に
つ
い
て
、
当
協
会
が
入
手
し
た
統

中
国
国
家
統
計
局
が
解
説
公
表
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
年
齢
構
成
‘
舟
命

か
な
り
詳
細
な
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

0
％
巣
計
に
よ
っ
て

年
齢
構
成
‘

婚
姻
、
教
育
等
文
化
、
な
ど
に
つ
い
て

中
国
総
人
口
数
な
ど
は
‘

0

-
％
抽
出
集
計
時
に
公
表
さ
れ
た
が

る
が

そ
の

0
％
集
計
が
去
る
一
一
月
公
表
さ
れ
た
。

の
注
目
を
艇
め
今
年

(
.
J
L
八
四
年
）

末
の
公
表
か
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

九
八
二
年
七
月
．
日
付
で
実
施
さ
れ
た
中
国
の
国
勢
調
森
は
、
全
世
界

中
国
国
家
統
計
局
公
表
解
説
I
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ぃ注）

な
る
。

こ

の

資

料

の

す

べ

て

の

デ

ー

タ

は

国

務

院

人

ロ

セ

ン

サ

ス

制

定

と

計

圃

及

び

学

術

研

究

の

推

行

に

等

し

く

重

要

な

参

考

資

料

と

こ
の
資
料
は

政
策
の

と
要
約
よ
り
な
っ
て
い
る
。

教
育
程
度
、

就
業
と
職
業
の
種
類
、

中

国

の

人

口

と

社

会

経

済

情

況

の

理

解

、

家

庭

・

婚

姻

・

出

産

等

の

六

章

0
％

抽

出

集

計

は

農

窟

な

内

容

で

人
口
の
地
区
分
布
、

民
族

い

へ

ん

低

く

、

国

際

的

に

も

翡

い

水

準

に

逹

し

て

い

る

。

理
の
質
も
高
い
。

実

際

の

誤

差

率

は

国

家

規

定

の

許

容

誤

差

よ

り

た

1
0
 ％
抽

出

集

叶

の

デ

ー

タ

の

代

表

性

は

苔

わ

め

て

高

く

デ

ー

タ

処

デ

ー

タ

抽

出

方

法

に

よ

り

デ

ー

タ

の

分

布

は

平

均

化

し

て

お

り

あ
る
。

デ

ー

タ

処

理

は

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

に

よ

り

行

っ

た

。

計
六

fi
九

、

七

五

九

個

所

の

生

産

隊

と

住

民

小

組

一

億

三

八

ガ

人

で

ー
五

0
戸

住

民

小

祖

は

約

二

0

0
人
よ
り
な
る
。

）

全

国

で

は

合

と
住
民
小
組
か
ら
デ
ー
タ
抽
出
を
行
っ
た
。
（
一
般
に
生
廂
隊
は
四
〇

（
整
群
）

に

よ

る

抽

出

方

法

を

採

り

全

国

で

十

％

に

あ

た

る

生

産

隊

抽

出

集

計

は

無

作

為

（
随
机
）
、
均
等
（
等
距
）
、
グ
ル
ー
プ
分
け

0
％
抽
出
巣
計
が
順
調
に
完
了
し
た
。

る

主

要

デ

ー

タ

の

発

表

に

引

き

続

苔

ー

こ

よ

る

~
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
成
果
か
上
が
っ
た
。

す

な

わ

ち

一

九

八

二

年

十

月

手

染

計

に

よ

中

国

の

第

二

回

人

ロ

セ

ン

サ

ス

・

デ

ー

タ

の

処

理

業

務

に

又

新

た

尚

全

数

集

計

は

一
九
八
四
年
末
に
発
表
予
定
。

中

国

人

口

晶

礎

調

森

団

の

入

手

し

た

＾

0
％
抽
出
集
計
要
約
で
あ
る
。

に
発
表
）

引

苔

続

苔

i
O
 ％
抽
出
集
計
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

c
 

る

ヽ

て
し 調
卦

項

目

は

|

九

瑣

目

か

ら

な

り

以
下
は

こ

の

人

ロ

セ

ン

サ

ス

の

結

果

は

第

一

次

速

報

（

．

九

八

二

年

十

月

二

七

日

近

代

的

セ

ン

サ

ス

の

形

態

が

と

ら

れ

-3-



中国の人口 国際的にみた標準人口発展形態(。/o) 

年令構成（％）
← -—-- r —--

(1982年抽出嬰計1
増加型 安定型 減少型

, — 

総 人 ロ 100 100 100 100 

I) 14~ 33.G 40 26,5 20 

15 - 49オ← Sl.3 so 50.5 50 

50オ及び 50A以上 15.1 IO 2:1,0 :io 

に
あ
る
。

型

か

ら

安

定

型

へ

の

過

渡

期

日

中

国

の

人

口

は

‘

増

加

中
国
の
人
口
年
令
構
成

（
左
表
参
照
）

（図 I)

1953年度中国人口年令構成図
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応

稔
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女

,.s 

学

齢

児

童

の

総

人

口

に

お

け

る

比

率

は

の
就
学
前
児
章
人
口
、

か
ら
み
る
と

0
オ
人
口
‘

一
オ
ー
六
才

は
左
図
を
参
照
し
て
欲
し
い
。

の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
年
令
構
成
の
違
い

第
一
―
一
回
人
ロ
セ
ン
サ
ス
と

前
二
回

'"""""' 

ヽ

注
意
載
ぎ
た
い
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
専
門
的
な
注
釈
を
除
い
て
、

す

べ

て

1
0
 ％
抽

ま
た
、
必
要
な
説
明
を
加
え
て
広
範
な
続
者
の
参
考
に
供
し
て
い
る
。

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

関

連

の

部

門

に

同

意

を

得

こ
れ
を
掲
載
し
た
。

出

集

計

に

基

づ

い

て

お

り

推

計

の

デ

ー

タ

で

は

な

い

為

利

用

時

に

は

一
九
八
二
年
の
人
口
年
令
基
本
構
成

七
ー
十
ニ
オ
の

頁
の
本
と
し
て
中
国
統
計
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

主

要

デ

ー

タ

弁

公

室

と

国

家

統

計

局

人

口

統

計

司

編

纂

に

よ

り

全

頁

約

五

0

0
余

-4-



表I 中国の人口年令基本構成（総人LJあたり…％）

1953年 1964年
1982年(10%

抽出染計）

総 人 ロ 100 100 100 

゜
オ 3.:35 4.13 2.07 

1 - 6~- 17 .27 15.50 11.:n 

7 -12オ 12.02 16.57 14.94 

出産適令女+(15-49オ） 23.46 21.98 24. 75 

生産年令人口 52.84 49.51 54.86 

男 (16-5¥lオ） 28.09 26.54 29.29 

女 (16-54オ） 24. 75 22.97 15.57 

男60オ・女55オ以卜人口 9. 11 7 .84 9.27 

て

0
こ
れ

は

（
表
一
参
照
）

三
回
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
平
均
年
令

口
ま
り
は

七
オ
上
が
っ
て
い
る
。

七
四
オ
に
比
べ

几
五
三
年
の
人
ロ
セ

九
一
才
以
下
で
あ
る
。
）

ン
サ
ス
の
ニ
二
、

中
国
の
国
民
の
半
数
が

九
一
オ
で
あ
っ
た
。
（
つ

上
が
っ
て
い
る
。

九
八
二
年
第

□

中

国

の

人

口

の

平

均

年

令

は

な
く
達
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

廂
年
令
に
達
し
て
い
る
か
、

ま
も

ゞ
ヽ

人
ヵ

す
で
に
出
産
適
令
及
び
生

の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た

5

二
回
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
に
比
べ
る
と
高
く
な
っ

て
お
り
、

こ
れ
は
建
国
以
来

は
男
子
十
六
ー
五
九
才
、
女
子
十
六
ー
五
四
オ
で
あ
る
）

が
占
め
る
率
は
前

産
適
令
女
子

（
十
五
ー
四
九
オ
）

と
生
産
年
令
人
口

（
中
国
の
現
行
規
定
で

が
っ
て
い
る
。

1)

よ
、

こ

i

l

計
画
出
産
と
人
口
増
加
控
制
の
成
果
で
あ
る
。

九
五
三
年
と
一

（図 2)

1964年度中国人口年令構成図

九
六
四
年
の
二
回
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
時
の
比
率
に
比
べ
下

23 J.5 

＼ 

＝ I 0.5 0 0 05 I 15 

（総人口に対して％）

女

2-3 

（図 3)

第三次人ロセンサス人口年令構成図
(10%抽出児計前）
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表2 平均年令数と老年人口

平均 老年 年少

中少lU老人るO年A口）（と年nを・す年Jt少i！ l I 
平均 老年 年少 少ピ年"-"・年比

地 区
年令 人口 人口

地 区
年令 人口 人口 中（年少

(65~,J I 0-14 (65オ以 Io -14 10人0口とをす
（オ） 上I% オI% （オ） 上I% オ）％ る）

29省、市、自治区平均 22.91 4.91 33.60 14.61 15. 古林省 22.33 3.97 33.18 11.96 

1. 上海巾’ 29.28 7 .37 18.10 40. 75 16. 河南省 22.27 5.2:l :l4.92 14.97 

2. 北点市 27 .19 5.64 22.12 25.4¥) 17. 黒龍江省 21.58 3.42 34.83 9.83 

3. 天津市 26.60 5.54 24.24 22.84 18. 西蔵自治区 21.45 4 .64 ;JG.98 12.54 

4. 江蘇省 25.54 5.54 28.99 19.10 19. 内蒙占自治区 21.19 3.61 35.41 10.19 

5. 河北省 24. 72 5.66 ;10. 78 18.:l9 20. 福建省 20.68 4.:l4 3G.5:l 11.80 

6. 浙江省 24.69 5. 77 29.33 19 .68 21. 安徽省 20.18 4 .08 36.15 11.30 

7. 遼寧省 24.58 4.80 28. 78 16.69 22. 廿南省 20.13 3.48 36.36 9.57 

8. 山東省 24.56 5.6:l 31.02 18.16 2:l. 廣西：It族自治区 20.0l 5.11 :l7.:J¥l 1:l.68 
9. 四川省 23.41 4.67 34.42 13.58 24. 江西省 19.67 4.51 38.90 11.60 

10. 湖北省 2'.l.02 ,t.!l!l 32. 76 19.48 :l.7:l 39.72 9.:l9 

11. ill西省 22.99 4.99 33.31 14.97 26. 云南省 19.39 4.51 39.17 11.52 

12. r央西省 22.89 4.S8 :i:i.m1 13 83 27. 貰州省 18. 76 4.68 40.88 11.45 

13. 廣束省 22.54 5.44 33.87 16.06 28. 行梅省 18.,12 2. 71 40. 78 6.64 

14. 湖南省 22.48 4 .97 :J:l.!)2 14 .GG 29. 寧皮Irr]族自治区 18.32 3.25 41.44 7 .84 

表3 老年人口と年少人口の負担係数

年少人口比率

1982年 1964年 195:l年

0 -14オ 33.6 40. 7 36.3 
総人口に対し

!S-64~· 61.5 55. 7 59.:J 
て (%) 

65オ及ぴGS~以上 4.9 3.6 4.4 

負担係数（％） 62.6 79.4 68.6 

(I} 0 -14オ人口に対して 54.6 7:l.O Gl.2 

(2) li5オ及びli5~以上人口に対して 8.0 6.4 7.4 

（
表
二
参
照
）

る
。
負
担
系
数
が
下
が
っ

て
い

年

、

年

少

人

口

に

対

す

る

は
裔
く
な
っ

て
お
り

老

（二）

青

壮

年

人

口

の

比

率

七
六
％
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
表
二
参
照
）

九
五
三
年
度
の
人

LJ
セ
ン
サ
ス
の

六
％

九
六
四
年
度
の
八

口
と

O
I
十
四
オ
ま
で
の
人
口
の
百
分
率
）

一
％
で
あ
り

老

年

人

口

と

年

少

人

口

の

比

率

カゞ
っ

〇

て
い
る

は
一
四

一、，
 

i
/
 

（
つ
ま
り
六
五
オ
及
ぴ
六
五
才
以
上
の
人

九
六
四
年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
二

0

ニ
オ
に
比
べ
る
と

七
一
オ
上
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一） 四

中
国
の

三
人
‘

青
海
省
の
十
二
、

1
0
 0
オ
老
人
の
う
ち
、

最
少
は
山
西
省
の

O

少
数
民
族
の

二
人
で
あ
っ
た
。

1
0
 0
オ
以
上
の
老
人
は

八
人
、
広
西
壮
族
自
治
区

人
で
あ

新
盟
維
吾
年
自
治
区
が
最
も
多
く
六
六

＾
人
、
次
い
で
西
蔵
自
治
区
の

よ
そ
一

0

0
ガ
人
を
単
位
に
調
べ
る
と
一

0

0
オ
以
上
老
人
の
住
む
地
域
は
‘

西
北
、
西
南
、
中
南
の
―
二
地
域
で
あ
る
。

全
国
各
省
市
自
治
区
の
う
ち
、
お

中
国
の

1
0
 0
オ
以
上
の
老
人
の
大
部
分
は
農
村
に
住
ん
で
い
る
。

主
に

1
0
八
人
、

を
占
め
る
。

女

六
五
七
人
）

で
あ
り
総
人
口
の
100~ 

分
の

八

長井 長封

率 地 区 別 'fl 地 区 別
(%) (%) 

lf>. 安徽省 6.4 29省、市、自治区
6.6 

平均
16. ii<f南省 6.4 

］．新幡維吾爾自治 ll.¥) 
17. 四川省 6.2 区

2. 浙江省 9.0 
18. i胡，；；省 6.0 

:i. 廣束省 8.6 
El. 湖北省 5.6 

,1. !-. 海市 7.9 
20. 貸-ill省 5.6 

5. 遼寧省 7. 7 
21. 黒龍江省 .「>.rJ 

G. U: 蘇省
7.6 1i 22冒江西省 5.4 

7. 北点市 7.4 云南省 5.3 2:i. 
8. 席西札族自治区 7 .4 山曲省 4、424. 
9. 四椒自治区

7 .:l, 2G. 内蒙古自治区 4.4 
］｛）．山東省 7. 2 

26. 青海省 4.4 
11. プ,if巾 (i. 9 

27. 寧夏回放自治区 4.2 
12. Mi建省 6.8 

28. 峡西省 :;_5 
13. 吉林省 6.5 

29. 廿粛省 3.3 
14. 河北省 6.5 

人

（
男

~ 
七
六
五

29省• 市・自治区長寿率

人
口
は

二
九
省
•
市

中
国
の
人
口
の
長
寿
水
準

国
際
的
に
八
十
才
以
上
人
口
が
六

0
オ
以
上
人
口
に
占
め
る
割
合
を
長
舟

第
三
回
人

ロ
セ
ン
サ
ス

る
と
中
国
の

•
自
治
区
で

1
0
 0
オ
を

越
す
老
人
の

手
集
計
に
よ

各
省
市
自
治
区
の
長
祷
水
準
は
左
表
の
と
お
り
。

年
の
四
‘

三
％
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

佳
よ

、

1
-
l

」ヽi
/
 

六
％
に
達
し
て
お
り

一
九
五
三
年
の
四
、
五
％

一
九
六
四

水
準
と
呼
ん
で
い
る
。

1
0
 ％
抽
出
集
計
の
計
算
に
よ
る
と
中
国
の
長
絣
水

二、

（
寿
命
延
長
）
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年 令

ー．．
 主、J

別 婚 姻 状 況
る゚

（各年令グルーフ総人口に対して％）

年 ム＂ 別 未婚 有配偶 死別 離婚
... ..... 

合 計 28.56 63.67 7 .18 0.59 

15-1¥lオ 97 .39 2.59 ．．． 0.02 

20オ 84.15 15. 74 0.01 0.10 

21オ 74. 78 25.08 0.02 0.12 

22オ・ 62. 76 37 .04 0.04 0.16 

2:iオ 48.90 50.86 0.06 〇.18

24オ 36.61 6:l.09 0.08 0.22 

25オ 25. 75 73.86 0.11 0.28 

26オ 18.03 81.50 0.16 0.31 

27オ 12.65 86.81 0.20 0.34 

28オ 9 .41 89.91 0.26 0.42 

29オ 7 .28 91.96 0.32 0.44 

30-34オ 4.93 93.94 0.55 0.58 

35-39オ 3. 71 94.30 1.24 0. 75 

40-44オ :l.13 93.37 2.56 0.94 

45-49オ 2 .39 91.41 5.03 1.17 

50-59オ 1.65 84.44 12.64 1.27 

60-79オ 1.35 56.67 41.03 0.95 

80,l及80オ以上 1.05 17 .63 80.94 0.38 

28省• 市・日冶区のデークに基づき計算（西荻自冶区の

テークなし）

2. ・・・0.01%に満たぬことを示す。

日
の
う
ち
離
婚
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
に
あ
り
家
庭
構
成
が
落
ち
つ

（
左
表
参
照
）

い
て
い

中
国
の
人
口
の
婚
姻
状
況
の
特
色
は
、
結
婚
生
活
に
入
っ

一、

て
い
る
成
年
人

人
は
新
橿
維
吾
年
自
治
区
•
新
和
県
・
塔
什
力
克
公
社
・

の
男
性
で
あ
る
。

中
国
の
人
口
の
婚
姻
状
況

三

0
オ
で
、

英
阿
雷
久
生
産
隊

几
六
％
で
あ
る
。

0

0
オ
名
人
の
う
ち
最
高
齢
者
は

こ
の

九
オ
は
ニ
二
八
人
で
六

0
五
％
、

ニ
o
i

―-
0
オ
は
三
六
人
、

0
、

多
く
三
、

五

0
一
人
で
あ
り
、

九
二
、

五
人
と
な
る
。

九
九
％
を
占
め
る
。

o
i
 

中
国
の

0

0
オ
以
上
の
老
人
の
う
ち
―

O

O

¥
1
0
九
オ
の
人
が
最
も

以
上
の
老
人
は
全
部
で
二
、

三

0
三
人

0

0
万
人
を
単
位
と
す
る
と

調
べ
る
と
、

0

0
オ
以
上
の
老
人
は

七
人
。

漢
民
族
の

0

0
オ

四
六
一
~
人
い
る
。

少
数
民
族
人
口
の
う
ち
平
均
一

0

0
万
人
を
単
位
に
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表 l 1981年中国出産適令女子出産状況 教育程度と

Hl81年出産 1981年に出産した女子のうち
した女子の

第—＋出第二了出弟三十及年令月I) 各年令別女
十人数1こ占 産 廂 ぴそれ以

める％ (%) （％） 上（％）
~ ~/~ 

合 計 8.24 47 .30 25.67 27.03 
・・・・・・・・・・・・ ----- --

15 - l¥l 0.61 93. 78 5.97 0.25 

20 - 24 14 50 75.14 20. 79 4 .07 

25 - 29 2:l.61 46.88 32.:lO 20.82 

30 - 34 8.56 11. 95 21.94 66.11 

35 - :l9 3.29 3. 71 5.99 90.30 

40 - 44 1.42 2.15 2. 72 95.13 

45 - 49 0.31 3.85 1.90 94.25 

※28省亀市，自治区の拍iiげ＇ータに），しづき ,Ill
（西栽自冶区のテークなし）

算
し
た
も
の
で
、

一
人
の
女

の
年
令
別
出
生
率
に
基
苔
計

あ
る
年
次
の
出
産
遥
令
女
子

殊
出
生
率
を
用
い

そ
れ
は

す

゜
人
口
統
計
で
は
合
計
特

年
令
別
出
牛
率
の
合
計
を
示

出
生
率
は
通
常
あ
る
年
次
の

五
八
四
で
あ
っ
た
。

（
合
計

の
合
計
特
殊
出
生
率
は

一
年
中
国
の
出
産
適
令
女
＋

こ
と
が
判
明
し
た
。

一
九
八

表2

多胎のうち
多胎率
’第三子―第四了及第五び子そ教育程度

(%) 
(%) (%) れ以上

(%) 

28省、市、自治区平均 27.03 12.86 6,62 7 .55 

大学及び大学在学 1.2:i 0.82 0.17 0.24 

高 級 中 足f・ 3.41 2.50 0.55 0.3G 

初 級 中 学 9.15 5.69 l.9S 1.51 

小 学 26. 75 13. 74 6.76 6.25 

文 盲 40.19 17 .54 9.86 12. 79 

:
O
 ％
抽
出
資
料
で
は
、
ま
た
次
の

係
が
あ
り
、

表
一
；
を
参
照
し
て
は
し
い
。

教
育
程
度
と
出
生
児
数
は
密
切
な
関

二
七
八
[
年
の
出
産
適
令
女
子
の
多
胎
率
は

出生児数

九

％
で
あ
っ
た
。

第
五
子
及
び
第
六
子
以
上
は
七
、
五
五

八
六
％
、
第
四
子
は
六

六
二
％
‘

五

六
七
％
を
占
め
る
。

第
三
子
は

し
た
女
子
の
う
ち
第
一
子
を
生
ん
だ
人
の
率
は
四
七
、

ニ
四
％
と
な
る
。

三
％
、

第
三
子
及
び
第
三
子
以

上
を
多
胎
と
し
て
計
算
す
る
と
、

0
三
％
と
な
る
。
（
表
一
参
照
）

第
二
子
は

女
子
は
出
産
適
令
女
子
の
総
数
の
八

四、

0
％
抽
出
躯
計
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

中
国
の
出
産
適
令
女
子
の
出
産
状
況
と

人
口
自
然
変
動
の
状
況

一
九
八
一
年
出
産

一
九
八
一
年
に
出
廂
し
た
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五
孔
協
で
あ
っ
た
。

党

の

十

一

．

回

全

国

大

会

で

提

出

さ

れ

た

本

梶

紀

末

ま

で

に

中

田

の

人

日

を

|

―
―
億
以
内
に
控
制
す
る
と
い
う
要
求
に
比
べ
ま
だ
ま
だ
闇
り
が
あ
る
。

自

然

増

加

率

は

一

四

九

こ

の

よ

う

な

増

加

率

の

水

準

は

省
•
市
・
自
治
区
の
出
生
率
は
二

0
、
九

陥
で
、
死
亡
率
は
六
‘

。

三
六
％

九
八
一
:
年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
手
集
計
で
は
＾
九
八
一
年
中
国
の
二
九

子

が

牛

涯

経

過

す

る

う

ち

で

出

産

で

答

る

子

供

の

数

を

表

わ

す

。

1981 年度合計特殊出生率• 多胎率・人口自然変動諸指標

△ 1981 
達△，Fi令~"'出"涅女' △ 1981 八 l~)81

＊ ＊ ＊ 年出産 ＊ ＊ ＊ 年出廂 年流i出令令多命女9台~ 
出生率 死亡

加自凸然培
適令女

冷{{(9 - "―,台_ --
出生中 fl~ 自然増

適令女
子平（知第三

地 区 別
凸

十合計 地 区 別
加児（心,)
-f・ 合計

（％サ 特殊出 （協） 特殊出 子＜ もしく/:tそ ／よそ

生率 iし!--:I.I::. 生率 1L 阻以,_l_―" 
(%) "位冷社9し (%) 

Hl L 
lた） t,:) 

--

29省、市、自治区
20. 91 6.36 14.55 2.584 27 .03 

JS. 湖南省 21.1 I 7 o:i 14.<)8 2.833 25.93 
平均

1. ト．海市 6.4•1 9 70 1.31G 
JG. 廿ボ省 20.12 5. 72 14.40 2. 728 31. 77 

16.41 0.93 

2. (1!]111省 17. 96 10 94 2.434 
17. 河南省 20.G4 G.01 14.63 2.651 27 .60 

7.02 19.29 

3. i如r省 11.Gli 1冒¥)82
18. 黒龍江省 19. 7¥l 4,% 14.84 2.0Gl 19.16 

17 .93 6.27 19.08 

4. 北京，h
19. 福建省 22.07 5.87 Hi.20 2. 717 2¥).07 

17 .55 5. 78 11. 77 l .588 2 87 

5. 吉林省
14 .5¥l I 20. 云南省 25.36 8.60 16. 76 :J,8j,j 48.99 

17 .67 5.32 12.35 1.842 

o. 江蘇省 21. 内蒙古自治区 23.11 5. 77 17 .34 2.621 2¥J.37 
18.47 6.10 12.37 2.075 12.80 

7. X津市 18.60 G.10 12.50 1.645 
22. 河北省 2:um G.05 17 .94 2.650 20.2:i 

5.29 

8, 111束省 2.104 
23. 青海省 26.65 7 .48 19.17 :l. 927 53.58 

18.84 6.26 12.58 14.90 

9. 湖北省
24. J'i. すII省 27 .89 8.48 19.41 4 .:l55 55. 74 

20.17 7 .33 12.84 2.4/45 22.01 

］（）．遼寧省
25. 廣東省 24.99 5.54 19.45 :l.28:l :15, 12 

18.53 5.32 13.21 1.77:l 9.:12 

II. 「央両省 20.:l5 7 .10 13.25 2.394 24 .O¥l 
26. 新区饂誰吾爾n治 29.08 8.41 20.67 :l.88:l 54. 71 

12. 安徽省 18.7:l 5.20 13 53 2.799 34.04 27. 西荻自治区 31.05 9.92 21.13 

13. 山西省 20.:l! (i.S•I 13 77 2.385 24.48 28. 南西1t方kn治区 27 .25 5.61 21.64 4. 10:l ,JS 01 

14. 江西省 20.42 6.f>4 13.88 2. 790 35.19 2!l. 寧夏回放自治区 29.65 6.08 2.3.57 4.120 49 12 

＊
 △ 

1982年人ロセンサス手犯計に基づ答計鉢

10%抽出集計に基づき計蛉しに西蝦自冶区は出産項目を調査してない1)、このこ項LIは28省、 ,Ii、自治区から計算
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の
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今

後

文

盲

以
上
の
人
口
の
五
二
、

一
掃
の
為
の
仕
事
、

の
文
盲
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文

盲

を

無

く

す

仕

事

が

一

定

四
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
数
字
か
ら
中
国
の
人
口

回

セ

ン

サ

ス

の

際

、

中

国

の

文

盲

半

文

盲

人

口

は

‘

十

三

才

及

び

十

三

才

オ
及
び
十
一
，
才
以
上
人
口
の
―
―

1

▲、

九

0
％
を
占
め
る
。

几
六
四
年
第

満
た
ず
．
般
的
書
籍
新
聞
を
読
め
ず
簡
単
な
手
紙
も
書
け
な
い
）

は
ヽ

十

び
十
ニ
オ
以
卜
で
字
を
知
ら
な
い

も
し
く
は
織
字
数
が

五

0

0
字
に

:
o
 ％
抽

出

艇

計

に

よ

る

と

中
国
の
文
盲
、

半
文
盲
人
口

（
＋
ニ
オ
及

の
学
歴
が
あ
る
人
口
は
四
四

0
人
で
あ
る
。

八

六

一

％

で

あ

る

。

中

国

で

平

均

0
万

人

を

単

位

と

す

る

と

大

卒

程

度

の
率
は
．
％
、

初

級

中

学

及

び

高

級

中

学

は

四

〇

―
二
九
％
‘
小
学
校
は
五

小

学

校

以

上

の

学

歴

の

あ

る

人

口

に

対

し

て

大

卒

及

び

大

学

在

学

中

の

人

口

対

し

て

小

学

校

以

上

の

学

歴

の

あ

る

人

の

占

め

る

割

合

は

六

0
、

三
六
％
。

五、 よ
っ
ぎ
り
す
る
。

．
 

（
布
頁
参
照
）

出

生

率

と

多

胎

率

及

び

人

口

自

然

変

動

諸

指

標

と

を

並

べ

て

み

る

と

更

に

加
率
に
対
し
て
多
大
な
影
脚
を
り
え
る
。

も

し

一

九

八

一

年

度

の

合

計

特

殊

の
多
胎
出
産

中
国
の
人
口
と
教
育
程
度

第
三
回
人
ロ
セ
ン
サ
ス
手
集
計
に
よ
る
と
一
九
八
．
一
年
の
中
国
総
人
口
に

（
第
三
子
も
し
く
は
そ
れ
以
上
出
産
す
る
こ
と
）

は
、
人
口
増

ー
ム
期
に
該
当
し
て
い
る
為
、
任
務
は
相
当
苔
び
し
い
も
の
か
あ
る
。

女
千

現

在

に

み

る

女

子

の

出

廂

適

合

人

口

は

比

較

的

多

く

、

ま

さ

に

ベ

ビ

ー

ブ

均

人

口

増

加

率

は

0
、
九
五
％
以
下
に
お
さ
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

均

0
三
七
万
人
の
み
増
加
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

従
っ
て
、
年
平

n
増

加

数

は

一

億

九

一
八
二
万
人
以
内
に
抑
制
せ
ね
ば
な
ら
ず
‘

I
母
年
平

八
二
年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
か
ら
本
冊
紀
末
ま
で
の
十
八
年
間
に
お
い
て
、

人
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の
五

九
四
％
を
占
め

0
％
抽
出
躯
計
で
は
、

生
産
年
令
人
口

（
国
際
甚
準
で
男
性
十
五
ー
五

中

国

二

九

省

市

自

治

区

の

就

業

人

口

は

総

人

口

六、

中
国
の
就
業
人
口
の
状
況
及
び
職
業
構
成

表I 29 省 市 自 ム
口

ヽ

•
9 区 の 文 盲 率

地 区 別
12オ及び12オ以上人口の文盲率 叫丸l材叫I、n狐県(TJ文訊 12-44オ人
合 計 男 女 市 県 口の文盲率

29省、市、自治区平均 31.90 19.17 45.27 16.43 34. 78 19.04 
....... 

-----― 

l. 北京市 14.93 7. 73 22.24 10.39 22.35 3.07 

2. 遼寧省 16.61 l0.06 23.41 11.01 19 65 4.17 

3. 上海市 16.67 7 .38 25.88 11.15 23.41 4.05 

4. 天津市 17 .07 8.27 26.12 12.84 26.03 5.49 

5. 吉林省 21.82 15.02 28.96 14.64 24.33 9.55 

6. 黒龍江省 22.14 14.:l2 30.35 14.23 25.29 11.08 

7. 廣東省 23.03 9.27 37 .27 13.46 24.49 10.10 

8. 湖南省 23.81 13.10 :i5.44 12.08 25.12 10. 78 

9. 山西省 24 .43 16.05 33.58 14.45 26.62 9.10 

10. 廣西壮族自治区 25.00 12.29 :is.61 13.26 25.97 12.20 

II. 河北省 29.58 17 .54 42.13 13.17 :Jl .87 14.8:l 

12. 新張維台爾自治区 31.06 25. 78 36.68 17. 72 34 .89 19. 73 

13. 内蒙古n治区 31.11 21.65 41.6:l 15.51 34.54 18. 7G 

14. 湖北省 :ll.11 17 .6¥l 45.20 13.91 :l:l.53 17 .17 

15. 浙江省 31.20 19.12 44.18 26.83 32.20 i7 .78 

16. ¥Ill川省 31. 97 19. 78 45.00 18.49 33.61 19.13 

17. 江西省 32.23 16.95 48.43 IG.51 34 .81 19.84 

18. 映西省 33.:l5 22.46 45.00 15.04 36.58 20.45 

19. 江麻省 34.64 19.27 50.42 15.85 37 .14 21.00 

20. 山束省 36. 75 21.64 52.14 22.31 :is. 74 22.,17 

21. 福建省 37 .03 18.18 57 .01 22.04 39.44 26.61 

22. 河南省 :37.07 23.47 51.06 17 34 :rn.3s 21.91 

23. 寧見'{!i]族自治区 43. 27 29.61 57 .80 18.80 49.07 34.66 

24. 安徽省 46.22 29.GO 64.05 22.82 49.01 :l4 .91 

25. 育海省 47.43 32.4¥1 63.16 14 .33 55.55 40. 71 

26. 乳-IH省 47 .9:1 29.45 67 .26 37 .28 49.83 37 .67 

27. 廿粛省 48.02 :l2.65 64.56 15.29 52.01 39. 18 

28. 云南省 49.17 34.49 64.14 22.36 51.68 :JS.05 

29. jllj薮自治区 74.22 6:J. 12 85.65 30.91 77 .03 68. 71i 

自

治

区

の

文

盲

率

は

、

表

参
照
。

殊

に

農

村

で

の

文

盲

一
掃
の
仕
事
は
た
い

へ
ん
重
要
で
あ
る
。

各
省
•
市
・
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表3 就 業 別 男 女 構 成

原t業人
性けI]構成（％）

職 業 別
ロ糸合数

----------
に対す

r和（％） 男女

就業人 口総計 100 56.30 43. 70 

•、各師専業、技術H S.07 61.82 38.18 

二、 国責家任機者関、党組徽、 企事業 l .SS 89.58 10.42 

三、事務貝及び責任者 1.:lO 75.57 24.43 

IIIJ、商梨従串者 1.81 5'.l.92 46.08 

五、サービス業 2.20 52.0,J 47.% 

六、農、 H、、牧、 i負菓労蜀者 72.02 53.20 46.80 

七、生産、連輸及ひ関連業者 15.% 64 .57 35.43 

八、その他 0.09 08.35 41.65 

表 2 就

と
お
り
）

業

は
表

別 男

の

関

連

事

業

従

事

女
構 成

三
―
―
ん
％
が
生
産
活

者

で

あ

り

十
七

畜

玖t莱 I、
Ll総数
件月lj構成（％）

枕 業 別 に対す

平（％） 男 女

就業人 ロ 総計 100 56.30 43. 70 

•、農、牧、林業 73 72 5:l.7', 4G.lS 

二、鉱業及ひ木材伐採運搬業 1.58 80.<i•l EJ.:11う

ー．．、電）J、ガス、水道関連業 0 29 73.81 26. l~ 

四、製造梨 11.84 SS.94 44.06 

五、地質調査業 0.15 76.80 2:i.20 

六、建築染 2. 10 81.26 18. 74 

ヒ、交通運粕、郵Iりiffi'.j百業 I. 731I 77. 2:1 22. 77 

八、商業、飲食業、物資供給業 2.'Hl Sfi.70 43.30 

九、 住住宅管サ坪、 公共業事業普理、 0.47 55.2:l 44. 77 
民ービス

十、衛生、体育、社会福祉業 0, 78 51.¥10 48 IO 

I~ —、教育、文化、芸術事業 2.37 64 .66 35.:J,J 

トニ．、科ス学事研業究、総合技術サーヒ 0.24 64 .23 :15. 77 

I・ 三、金融、保険業 0.20 68.00 32.00 

-f-四、国家機関、政党と群衆l-11体 1.54 79.:J:, 20.65 

十石、その他 0.05 61. 74 :l(i.2(i 

肉

体

労

慟

従

事

の

就

菓

人

口

の

う

ち

七

八

1

―
二
％
か

農
業
、

林

業

‘

牧

九

0
八
％
‘
頭
脳
労
働
に
従
事
し
て
い
る
率
は
七
、
九
―
/
％
て
あ
る
。

仝

就

菓

人

口

に

対

し

て

、

主

に

肉

体

労

慟

に

従

事

し

て

い

る

人

口

の

割

は

る
。 る゚

就
業
人
口
の
う
ち
‘

漁

業

の

労

働

動

及

び

運

輸

と

そ

者
で
あ
る
。
（
詳
細

表
三
の

（
一
九
八
四
年
度

統
計
研
究
よ
り
翻
訳
）

男
子
は
五
六

三

％

、

女

子

は

四

七

％

で

あ

九

オ

、

女

性

十

五

I

h
四
オ
で
計
算
す
る
）

の
J
L
O
‘
几
二
％
を
占
め
て
い
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結
果
、

筆

者

の

ご

と

ぎ

者

の

散

漫

な

メ

モ

や

う

ろ

覚

え

を

頓

り

に

、

あ

と

で

容

は

の

中

国

人

口

基

礎

調

壺

団

大
村
を
訪
れ
た
。

対

象

と

な

る

村

で

あ

る

。

一

純

農

村

裕

華

有

能

な

る

エ

ギ

ス

パ

ー

ト

陣

を

調

壺

団

の

構

成

メ

ン

バ

ー

に

含

め

ら

れ

、

す

ば

ら

し

い

ま

で

に

記

録

に

と

ど

め

ら

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

そ
の

め

‘

今

回

の

わ

れ

わ

れ

調

査

団

の

全

日

程

に

お

い

て

見

聞

し

、

討

論

し

た

内

っ

卜

分

な

記

録

器

材

も

用

意

さ

れ

た

。

そ

の

お

か

け

で

、

農

村

訪

問

を

は

じ
か

デ

ー

タ

収

集

・

聴

取

・

記

録

・

編

渠

の

大

切

な

仕

事

を

受

持

つ

適

切

に

し

て

今
回
、
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は

吉

田

成

良

氏

の

周

倒

な

ご

配

慮

で

中

心

を

な

し

、

四

月

に

中

国

側

に

よ

っ

て

実

施

予

定

の

農

村

出

産

力

調

径

の

こ

の

ニ

ヵ

村

が

今

回

の

わ

れ

わ

れ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

村

を

訪

門

し

吉

林

市

に

一

泊

の

の

ち

、

翌

朝

は

市

の

近

郊

農

村

の

つ
速

つ
づ
い
て
い
た
。

長
春
市
滞
在
の
一
―

-
H
間

に

吉

林

省

中

部

の

そ
こ
に
過
し
た
。

原

手

の

オ

ー

バ

ー

を

必

要

と

す

る

寒

答

が

そ

こ

で

は

ま

だ

最

初

の

数

日

北

京

に

滞

在

の

の

ち

吉

林

に

飛

び

ま

こ

と

に

有

難

い

こ

と

で

あ

っ

た

。

め

て

訪

れ

る

機

会

を

得

た

こ

と

は

て
、

中

国

農

村

や

地

方

都

市

を

は

じ

夫
団
長
）

に

参

加

さ

せ

て

い

た

だ

い

（
黒
田
俊

会

派

遣

の

（

国

際

協

力

事

業

団

委

託

）

こ
の
た
び
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協

日
本
大
学
人
口
研
究
所
教
授

小

吉
林
出
産
力
調
査
村

訪
ね
て
思
い
li

三

月

未

の

四

日

間

を 一人っ子の宣伝看板（北京市で）
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と
が
あ
る
。

国

の

計

画

生

育

政

策

と

も

深

く

か

ら

む

今

回

の

調

査

に

お

い

て

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し

か

し

、

そ

れ

以

外

に

も

大

切

な

こ

と
で
あ
っ
た
。

こ

の

種

の

調

壺

に

と

っ

て

調

壺

項

目

の

選

択

か

何

よ

り

も

重

項

目

を

、

中

国

側

担

当

者

に

協

力

し

て

最

終

的

な

詰

め

に

も

っ

て

ゆ

く

今

回

筆

者

に

課

せ

ら

れ

た

お

も

な

役

H
は

こ

の

出

産

力

調

査

の

質

問

諸

め
て
お
こ
う
。

こ
。
f
 
し
か
し
、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

少

数

例

か

ら

の

印

象

と

い

う

こ

と

に

と

ど

杏

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

も

う

ま

く

ゆ

く

の

で

は

な

い

か

と

い

う

安

堵

感

を

も

っ

さ
を
彼
女
た
ち
は
も
っ
て
い
た
。

こ

れ

な

ら

ば

、

行

わ

れ

る

べ

ぎ

出

産

力

調

ー
で
は
あ
っ
た
が
、

ろ
う
と
‘

何
で
あ
ろ
う
と
、

憶

す

る

こ

と

な

く

自

分

の

考

え

を

の

べ

る

率

直

二

人

目

の

子

供

が

欲

し

い

か

ど

う

か

と

い

う

こ

と

で

あ

お

嫁

さ

ん

を

ぐ

る

っ

と

取

り

囲

ん

で

と

い

っ

た

形

の

賑

や

か

な

イ

ン

タ

ビ

ュ

の

中

で

、

小

さ

い

子

供

を

抱

い

た

計

画

生

育

関

係

の

地

元

や

中

央

政

府

か

ら

の

お

役

人

そ

の

他

の

面

々

が

、

じ

ん

ま

り

し

た

農

家

の

居

間

（
兼
寝
室
）

こ

の

静

か

な

雰

囲

気

で

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

は

な

く

て

、

わ

れ

わ

れ

一

行

と

‘

に

は

苔

は

答

と

し

て

闊

逹

な

応

答

ぶ

り

を

示

し

て

く

れ

た

。

そ

れ

は

一

対

わ

れ

わ

れ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

し

た

農

家

の

お

嫁

さ

ん

た

ち

は

‘

概

し

て

実

こ
こ
で
は
‘

筆

者

の

受

け

た

印

象

の

つ
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

た

ち

か

ら

て
は
‘

そ

う

い

う

わ

け

で

調
壺
団
の
記
録
の
復
元
に
ま
つ
こ
と
に
し
て
、

ど

ん

な

こ

と

を

聞

苔

だ

し

た

か

と

い

う

よ

う

な

こ

と

に

つ

い

家

の

主

婦

や

家

族

に

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

す

る

こ

と

が

で

ぎ

た

が

り
盛
せ
り
の
準
備
の
お
か
げ
で
、

そ
の

前

記

の

二

つ

の

村

で

は

、

わ

れ

わ

れ

一

行

を

迎

え

る

中

国

側

当

局

の

至

れ

ッ

シ

ョ

ン

に

お

い

て

見

習

う

べ

ぎ

方

式

の

つ
で
あ
る
と
実
感
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
数
軒
の
農
家
の
見
学
と
‘

農

家

の

主

婦

シ

ス

テ

ム

は

、

極

め

て

効

果

的

な

も

の

が

あ

り

、

今

後

多

く

の

海

外

派

遣

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
有
難
い
。

今

皿

の

調

壺

団

に

お

け

る

こ

の

分

業

思

い

起

し

て

あ

れ

こ

れ

と

書

き

綴

る

と

い

う

危

険

な

仕

事

は

、

も

は

や

そ
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し

て

お

ら

れ

る

よ

う

に

見

受

け

ら

れ

る

の

で

、

最

も

望

ま

し

い

条

件

で

面

接

中

国

側

当

局

に

お

い

て

も

こ

れ

ら

の

デ

リ

ケ

ー

ト

な

問

題

は

十

分

に

認

識

て

も

ら

う

か

も

‘

被

調

木

且

者

の

回

答

態

度

に

直

ち

に

微

妙

な

影

評

を

与

え

る

。

知

り

得

た

秘

密

を

守

る

こ

と

に

つ

い

て

、

被

調

壺

者

に

ど

の

よ

う

に

納

得

し

る
。

ま

た

‘

そ

も

そ

も

調

査

の

主

旨

目

的

に

つ

い

て

、

ま

た

わ

な
し、

か

と

い

う

よ

う

な

こ

と

は

‘

重

大

な

か

か

わ

り

を

も

つ

問

題

で

あ

と

な

る

べ

答

か

‘

ま

た

、

ど

の

よ

う

な

人

が

そ

の

面

接

に

立

会

う

か

立

会

正

確

な

、

正

直

な

回

答

を

得

る

た

め

に

は

‘

ど

の

よ

う

な

人

が

面

接

調

脩

貝

（
吉
林
省
遠
大
村
で
）

（
吉
林
省
遠
大
村
で
）

3
5
 

家

庭

訪

問

調

査

調

森

の

結

果
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大
き
な
関
心
を
も
つ
者
ま
で
色
々
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
ど
の
段
階
も
、

ど

り

多

く

の

関

心

を

有

す

る

者

か

ら

、

市

井

の

人

々

の

夢

と

行

動

の

面

に

よ

り

。

わ
り
を
も
っ
て
い
る

こ

れ

を

研

究

す

る

研

究

者

に

し

て

も

、

政

策

面

に

よ

か
ら
、
人
々
の
妊
娠
出
産
の
実
態
に
至
る
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
の
段
階
に
か
か

い
ず
れ
に
せ
よ
‘

人

口

の

出

産

力

の

調

査

研

究

は

、

国

家

レ

ベ

ル

の

政

策

し
か
っ
た
の
は
、

無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
に
つ
い
て
最
近
若
林
さ
ん
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

最
近
ま
で
の
段
階
で
、

中

国

の

出

産

力

関

係

の

実

証

的

デ

ー

タ

が

極

め

て

乏

他
、
小
規
模
な
出
産
力
調
壺
の
実
施
例
も
は
ん
の
数
件
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の

よ
る
出
産
力
関
係
の
デ
ー
タ
の
公
表
も
、
同
様
に
ま
だ
日
が
浅
い
。

こ
の
二

ま
だ
間
も
な
い
。

同

年

の

第

二

次

人

ロ

セ

ン

サ

ス

の

十

分

の

一

抽

出

集

計

に

千
分
之
一
人
口
生
育
率
抽
梓
調
在
分
析
』

一
九
八
三
年
刊
）

は
刊
行
さ
れ
て

出

廂

力

調

在

は

一
九
八
二
年
に
実
施
さ
れ

そ

の

分

析

報

告

書

『
全
国

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

中

国

で

は

じ

め

て

の

全

国

サ

ン

プ

ル

に

よ

る

17

る

こ

と

が

で

苔

る

よ

う

な

実

証

的

な

デ

ー

タ

が

中

国

で

は

ま

だ

極

め

て

乏

住

民

の

側

か

ら

み

た

人

口

政

策

、

住

民

に

反

映

し

た

人

口

政

策

に

つ

い

て

知

の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
る
か
、

と
い
っ
た

料
か
ら
得
ら
れ
た

つ
の
印
象
は
、
国
の
人
口
政
策
が

一
般
の
人
々
に
ど

と
こ
ろ
で
、

ひ

と

頃

ま

で

の

同

氏

の

編

集

に

な

る

一

連

の

関

係

論

文

・

資

の

一
連
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

々
に
つ
い
て

こ

の

数

年

詳

細

な

紹

介

に

努

力

し

て

こ

ら

れ

た

荘

林

敬

子

氏

の

変

転

、

中

国

に

お

け

る

中

国

人

日

の

研

究

、

中

国

の

代

表

的

人

口

学

者

等

っ
か
り
と
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
点
で

中

国

の

人

口

政

策

お

い

て

は

、

中

国

政

府

が

と

っ

て

き

た

人

口

政

策

の

変

遷

史

を

、

ま

ず

‘

し

政
策
を
実
施
に
移
し
て
い
る
国
で
あ
ろ
う
。

解

放

後

の

中

国

の

人

口

研

究

に

中

国

は

、

今

日

の

冊

界

に

お

い

て

、

最

も

は

っ

苔

り

し

た

形

で

人

口

抑

制

調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。



し、

な
し、

が

あ
る
。

こ

の

よ

う

な

こ

と

か

ら

始

め

て

行

か

な

け

れ

ば

、

中

国

は

少

し

ら
な
っ
て
い
る
。

の
構
成

家

族

計

画

の

実

行

、

牛

活

水

準

等

の

部

分

か

奸

等

の

実

態

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

、

調

牡

内

容

は

、

世

帯

貝

の

中

日

共

伺

研

究

は

‘

ま

さ

に

‘

牒

村

に

牛

ぎ

る

夫

婦

た

ち

の

妊

娠

出

産

避

の
面
も
そ
れ
ぞ
れ
重
嬰
性
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

吉

林

に

お

け

る

今

回

\~ 

（
吉
林
省
の
現
地
で
）

妻
の
妊
娠
出
廂
歴
、

広

大

な

中

国

か

ら

た

っ

た

の

ニ

ヵ

村

を

事

例

的

に

選

ん

で

の

実

態

調

査

で

こ

れ

で

中

国

が

分

か

る

と

い

う

よ

う

な

大

そ

れ

た

期

待

は

も

っ

て

は

自

由

市

場

風

景
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共

同

研

究

は

あ

く

ま

で

必

要

に

な

っ

て

く

る

。

ん
だ
L. 

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

研
究
の
ど
の
段
階
で
も
、

中

11
の

緊

密

な

せ
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

し

か

し

な

が

ら

、

わ

れ

わ

れ

は

、

そ

の

村

に

7
 

住

ア
ー
タ
こ

.

:

 

調

木

門

ー

こ

の

訪

問

の

経

験

が

ど

れ

だ

け

大

ぎ

な

親

近

感

を

抱

か

せ

の
上
な
い
幸
せ
で
あ
っ
た
。

や

が

て

接

す

る

こ

と

が

で

ぎ

る

で

あ

ろ

う

面

接

こ
の
た
び
、

吉

林

の

調

壺

対

象

の

村

を

訪

れ

る

こ

と

が

で

き

た

の

は

こ

分

か

っ

て

し

ま

う

は

ど

薄

っ

ぺ

ら

で

は

な

い

証

拠

が

そ

こ

に

あ

る

。

は
し
め
る
の
で
あ
る
。

人

々

の

生

活

と

い

う

も

の

か

通

り

一

片

の

調

査

で

あ

あ

い

う

こ

と

も

調

べ

て

み

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

に

気

が

付

苔

ヽ
。

よ
し

・‘、

る

と

い

っ

た

方

カ

研

究

は

そ

こ

か

ら

始

ま

り

こ

う

い

う

こ

と

も

面

接

調

森

デ

ー

タ

は

‘

む

し

ろ

、

わ

れ

わ

れ

に

考

え

る

糸

口

を

与

え

て

く

れ

、。

な

こ

と

は

な

し

村

の

研

究

は

‘

面

接

調

企

だ

け

で

は

終

ら

な

い

の

で

あ

り

゜

ろ

う
の

ひ

と

び

と

の

暮

し

に

つ

い

て

、

相

当

に

詳

し

い

知

識

を

必

要

と

す

る

で

あ

の

人

口

学

的

調

壺

デ

ー

タ

を

解

釈

す

る

た

め

に

は

、

そ

の

村

に

つ

い

て

、

村

調

企

研

究

結

果

が

し

ば

し

ば

致

命

的

打

撃

を

受

け

る

こ

と

が

あ

る

。

村

落

と
ど
ま
っ
て
も
、

比
較
研
究
を
進
め
‘

深

め

て

行

こ

う

と

い

う

遠

大

な

構

想

を

も

つ

こ

と

が

大

切

な

の

で

あ

る

。

と

も

あ

れ

微

視

的

レ

ベ

ル

の

実

態

を

把

握

し

た

の

だ

と

い

う

一

種

の

充

足

感

み

た

い

な

も

の

を

り

背

後

に

あ

る

も

の

を

解

明

す

る

こ

と

が

実

際

に

平

極

困

難

で

あ

る

た

め

に

‘

わ

れ

わ

れ

の

論

理

で

デ

ー

タ

を

安

直

に

解

釈

す

る

こ

と

く

ら

い

危

険

と

い

う

懐

疑

と

欲

求

不

満

と

か

ら

逃

れ

ら

れ

な

い

の

も

常

て

あ

る

。

実

態

の

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ

れ

と

同

時

に

こ
れ
で

一

休

何

か

い

え

る

の

か

村

落

規

模

の

人

口

学

的

事

例

研

究

と

い

う

も

の

は

こ

れ

を

次

第

に

各

地

に

ひ

ろ

け

て

も
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ

の

よ

う

な

調

査

研

究

は

、

初

め

は

一

ヵ

所

に
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インド国会議事堂内会議室J・Kジェイン議員（正面）と調査について会議

（二）

日
本
側
窓
口

1
H
本

大

使

館

矢

野

K

・
ジ
ェ
イ
ン
議
貝
゜

ー
ル
・
ミ
タ
ー
ル
議
貝
、

発

イ

ン

ド

議

員

連

盟

会

長

サ

ッ

ト

・

ポ

H 
ま
ず
、

結
論
か
ら
ー
~
゜

あ
っ
た
。

調

杏

方

法

な

ど

を

決

め

て

お

く

必

要

が

れ

国

に

於

け

る

協

力

機

関

、

協

力

者

を
挙
げ
る
た
め
に
、

事

前

に

‘

受

け

入

こ

の

種

の

調

壺

は

、

日

本

で

は

初

関
す
る
調
査
」

（
農
林
水
産
省
予
算
）

関
す
る
駐
礎
調
査
」

イ

ン

ド

で

の

と

タ

イ

で

の

（
厚
生
省
予
算
）
。

め
て
の
も
の
な
の
で
、

＾
ィ
ン
ド
＞

本

調

査

の

実

効

イ

ン

ド

側

総

括

窓

口

1

人

口

と

開

補
佐
役
、

J
.

「
人
口
と
保
健
医
療
に

政
府
か
ら
の
委
託
調
杏
テ
ー
マ
は
、

「
農
村
人
口
と
開
発
に

X 

x
 
X 

X 

X 

の
イ
ン
ド
と
タ
イ
に
派
遣
し
た
。

以
下
は
そ
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

津

参

与

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
参
与

年

度

か

ら

ア

ジ

ア

地

域

を

中

心

に

実

施

す

る

こ

と

に

な

っ

た

財

団

法

人

(
A
P
D
A
)
 

そ
の
予
備
調
壺
の
た
め
、

遠

藤

事

務

局

貝

を

四

月

七

日

ー

十

四

11
の

H
程
で
、

調

森

対

象

国

ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
」

は
ヽ

八
口舟
「
ア

“

人

口

と

開

発

“

を

テ

ー

マ

に

し

た

政

府

か

ら

の

委

託

調

杏

を

受

け

、

今

財
団
法
人

船

津

準

イ
ン
ド
・
タ
イ
竃
予
●
圃
萱
し
て
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① Annual Report 83-84, Ministry of Agriculture 

Development③ A Hand Book for Nutrition Trainers of Anganwadi workers, National Institute 

of R.tblic Cooperation and Child Development. 

Supplies, Dept of Food. 

凡pulationand Development, AFPPD. 

⑦ Report 82-83, Ministry of Irrigat1011. 
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② Report 83~84, Ministry of Rural 
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⑨ Indian Association for the Study of Fbpulation Prof Ashish Bose 83. 
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Institute of Health and Family Welfare. 
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⑳ Story of Integrated Child Development Services NIPCCD. 

@ A Steel Rural Development Society, Jamshepur 82-84, TISCO. 

NIHFW ⑳ Training 

ビ

’‘ 
I 
ル

州

ラ

ジ
工

゜

四

大

学

側

窓

ロ

ー

ハ

リ

ア

ナ

州

ハ

リ

ア

ナ

農

業

大

学

啓

司

一

等

書

記

官

政
府
側
窓
ロ
ー
農
村
開
発
省
国
際
協
力
部
長
＞

び
農
業
省
。

（
農
林
水
産
省
出
身
）

国
家
保
健
家
庭
福
祉
研
究
所
長
サ
ム
ナ
ト
・

ン
ド
ラ
農
業
大
学

（
農
業
後
進
地
）

・
チ
ョ
ウ
ラ
氏
及

（
農
業
先
進
地
）

氏

ロ
イ
氏
。

補
佐
役
、

国
家
公
共
協
力
児
童
発
育
研
究
所
長
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー

口

0 

p
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バンコク

タ
ク
テ
プ
ソ
ム
バ
テ
イ
氏
。

人
LJ
研

究

所

長

ピ

チ

ッ

ト

・

ピ

グ
氏
。

チ

ュ

ラ

ル

ン

コ

ン

大

学

ト

・

チ

ャ

ム

ラ

ト

リ

テ

ィ

ロ

ン

氏
、
同
副
所
長
フ
ァ
ィ
チ
ャ
ッ

長

プ

ラ

モ

テ

・

プ

ラ

サ

ル

ト

ル

スラム地区で住民と語る筆者

ド
ン
大
学
人
口

・
社
会
研
究
所

員

大

学

・

研

究

機

関

ー

マ

ヒ

ト
氏
。

係
部
長
チ
ョ
テ
・
ス
ピ
ハ
キ
ッ

農

業

協

同

組

令

省

海

外

牒

業

関

療

サ

ー

ビ

ス

局

長

カ

モ

ー

ル

氏

□

政

府

側

窓

ロ

ー

保

健

省

医

身
）
0 

一
等
書
記
官

〈
農
林
水
廂
省
出

生
省
出
身
）

゜
補
佐
役
―
―

1

宅

均

館

高

山

康

信

二

等

書

記

官

（
厚

□

日

本

側

窓

口

I
H
本

大

使

ド
議
貝
゜

補
佐
役
‘
ブ
ン
テ
ィ
ウ
ム
副
大
臣
秘
書
官
サ
ム
セ
ン
女
史
。

日

タ

イ

側

総

括

窓

n
I
連

輸

通

信

省

副

大

臣

ブ

ン

テ

ィ

ウ

ム

・
カ
マ
ピ
ラ

＾
タ
イ
V

め
て
い
く
。

今
後
の
ポ
イ
ン
ト
は
‘
大
学
で
の
人
選
に
な
る
。

絡

を

と

り

各

ら

に

‘

政

府

協

力

者

と

話

を

詰

タ

ー

ル

氏

が

総

括

窓

n
と
な
り

オ
ー
ラ
ム
」

（
議
長

（
注
）

佐
藤
隆
議
貝
）

f

タ

ー

ル

議

貝

は

の
事
務
総
長
で
も
あ
る
。

こ
の
ミ

日

本

大

使

館

の

矢

野

一

等

書

記

官

と

連

大
学
等
の
協
力
機
関
、

「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
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イ

ン

ド

で

は

政
府
、
同
関
係
機
関
、
大
学
な
ど
か
ら
関
係

f

タ

ー

ル

議

貝

ジ

ェ

イ

ン

議

貝

の

は

か

ら

い

で

、

国

会

ラ
ム
対
策
、

〇
…
…
何
の
た
め
、

だ

れ

の

た

め

の

調

査

か

？

内
会
議
室
で
打
ち
合
せ
。
議
貝
‘

各
て
、
次
は
、
雑
感
ア
ラ
カ
ル
ト
。

か

連

絡

を

密

に

し

て

調

壺

準

備

を

進

め

て

い

く

こ

と

に

な

っ

。

て
い
る

大

学

に

も

太

い

パ

イ

プ

を

持

っ

て

お

り

同

副

大

臣

と

高

山

二

等

書

記

官

環

境

対

第

な

ど

と

取

り

組

ん

で

い

る

。

し
た
が
っ

て

、

政

府

1111
月

も

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト
t
t
i
 

者

rl
け
ジ
ブ

と

い

う

研

究

機

関

を

設

立

所

長

と

し

て

ス

年
。

ス

ラ

ム

対

第

を

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

に

し

て

お

り

自

か

ら

「
バ
ン
コ
ク

夕 イ

（
注
）

① Comparative Population and Health Statistics 

総

括

窓

口

の

ブ

ン

テ

ィ

ウ

ム

副

大

臣

は

、

医

者

で

Regional and Provincial Levels, Institute for R1pulation and Social 

Research Mahidol Umv. 

Mahidol Univ. 

Univ. 

② Recent Migrants in Bangkok Metroplis, 

③ Impact, Effectiveness and Efficiency of the 

AFPH Programs on Family Planning Status in 20 Provinces, Mahidol 

④ A Tale of Two generations : A Qualitative Analysis of 

Hertility in Thailand, Mahidol Umv. 

ABSTRACTS, 

Univ 

chulalon;(iwrn Urnv. 

Crop Year 82~83. 

⑤ 凡pulationand Development 

⑥ Study of卜ourImproved 

Congested Areacls in Bangkon. ⑦ Agricultural Statistics of Thailand 

⑧ Evaluation of the Family Planning Programme 

in Thailand in 1981, IPSR, Mahidol Univ. 

Households in the Northeastern Region of Thailand, IPSR, tvlahic!ol 

@ The Dynamics of Family 

⑨ Study of low-Income 

Planning Acceptance in the 

Northeast of Thailand, Sept 83, IPSR. l'vlahidol Univ. 

for・ 「hailand

⑪ List of 

議

貝

歴

十

几blicationsInstitute of Population studies, Chulalongkon Univ. 

⑫ Urbi111-Community Development "Bangkok Exmnp¥e" Dr. Boontiしun

Khamapirnd. 
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ヽ
こ
。

し

f
い

ま

見

た

オ

ー

ル

ド

デ

リ

ー

の

町

は

解

説

に

よ

る

と

、

オ

ー

ル

ド

デ

リ

ー

は

見

せ

た

く

な

い

の
だ
そ
う
だ
。

運

転

手

の

気

持

ち

を

良

く

現

わ

し

て

‘
 

'
>
 

し
か
た
な
く
、

U
タ

ー

ン

し

て

ま

た

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

ヘ

。

か

大

使

館

員

の

。

、う

しヽ

”
な
ぜ
“

；

車

に

傷

つ

け

ら

れ

る

と

困

る

＂

゜
が

ん

と

し

て

聞

か

な

卜

ッ
プ

゜
“

こ

れ

か

ら

先

は

行

か

な

い

。

輪

タ

ク

に

乗

り

換

え

て

く

れ

“

と

し
た
あ
と
、

や

っ

と

入

り

口

近

く

ま

で

た

ど

り

つ

い

た

が

そ

こ

で

車

は

ス

事

は

返

っ

て

く

る

が

、

目

的

地

に

な

か

な

か

行

ぎ

つ

か

な

い

。

何

度

か

指

示

ド

デ

リ

ー

を

見

た

く

て

、

運

転

手

に

行

ぎ

先

を

指

示

。

イ

エ

ス

と

い

う

返

政

治

都

市

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

を

ひ

と

め

ぐ

り

し

た

あ

と

‘

人

口

密

梨

地

オ

ー

ル

政

府

関

係

機

関

か

ら

車

を

チ

ャ

ー

タ

ー

し

た

。

運

転

手

は

公

務

貝

゜

国
際

0
…

…

オ

ー

ル

ド

デ

リ

ー

は

息

っ

た

も

の

だ

っ

た

。

“
ま
わ
れ
右
”

゜

け

に

；

身

が

ま

え

“

の

ふ

ん

囲

気

が

あ

っ

た

の

も

、

当

然

の

こ

と

か

も

、

と

こ
°
f
 
こ

の

調

査

は

、

国

の

政

策

と

い

う

面

に

も

さ

さ

り

込

む

こ

と

に

な

る

だ

い

こ

と

だ

か

ら

、

大

い

に

協

力

し

た

い

」

と

い

う

返

事

を

得

る

こ

と

が

で

き

作

用

し

あ

っ

て

い

な

か

っ

た

」

「
大
変
良

力
等
も
、

い

ろ

い

ろ

や

っ

て

い

る

が

そ

れ

ぞ

れ

が

セ

パ

レ

イ

ツ

で

有

効

に

索
す
る
た
め
」
「
貴
国
の
た
め
、

と
答
え
る
と
‘

す

る

開

発

政

策

の

在

り

方

と

い

う

観

点

か

ら

は

ど

う

か

。

と
補
足
す
る
と
、

や
っ
と
納
得
、

わ

が

国

の

経

済

協

ろ

や

っ

て

い

る

」

とヽ

倫
。
↓一"
"
 

一又
1
~

・

「
そ
う
だ
と
は
思
う
が
、

人

口

抑

制

に

寄

与

「
わ
が
国
で
も

こ

う

し

た

研

究

は

い

ろ

い

ど

い

が

ち

に

そ

し

て

、

わ

が

国

で

の

ニ

ュ

ー

プ

ラ

ン

を

模

た
め
、

だ

れ

の

た

め

の

調

査

な

の

か

」

と

い

う

も

の

で

あ

っ

た

。

や

や

と

ま

ち

合

せ

と

な

っ

た

が

議

貝

か

ら

出

さ

れ

た

開

ロ

一
番
の
質
問
は
‘

「
何
の

者

十

三

人

が

出

席

テ

レ

ビ

カ

メ

ラ

の

取

材

ま

で

入

っ

て

ニ

ギ

ニ

ギ

し

い

打
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車

だ

け

を

見

た

か

苓

り

で

は

、

日

本

に

い

る

の

か

と

い

う

錯

覚

を

お

〇
…
,
：
日
本
車
の
洪
水
に

“
植
民
地
“
意
識
の
カ
ゲ
も
。

北
地
方
を
中
心
と
し
た
農
業
、
牒
村
開
発
に
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
た
。

「
ス
ラ
ム
対
策
は
、
現
に
あ
る
も
の
の
環
境
対
策
か
急
務
だ
が

根

本

は

東

ち

の

集

団

だ

け

に

”
心
も
安
ま
る
＂

。

、う
、`
と
し

ブ

ン

テ

ィ

ウ

ム

副

大

臣

は

え
る
。
”
都
会
“

の
ふ
ん
囲
気
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
苔
る
。
”
同
質
＂

の
者
た

ば
、
日
ゼ
ニ
が
稼
げ
る
。

住

居

環

境

は

と

も

か

く

〇
…
…
ス
ラ
ム
は
農
業
問
題
。

プ
ン
テ
ィ
ウ
ム
副
大
臣
の
案
内
て
ス
ラ
ム
街
を
三
ヵ
所
視
察
し
た
。

は
五
年
前
に
国
が
ア
パ
ー
ト
を
建
て
て
住
ま
わ
せ
て
い
る
改
善
地
区
。

た
べ
か
す
を
は
し
め
ゴ
ミ
は
家
（
部
屋
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
）
の
外
に

子
だ
く
さ
ん
。
そ
れ
で
も
ス
ラ
ム
を
離

立

地

と

し

て

の

条

テ
レ
ビ
、

ミ
シ
ン
も
買

件
が
悪
く
、
農
業
で
は
メ
シ
が
食
っ
て
い
け
な
い
か
ら
だ
。

ス
ラ
ム
に
来
れ

プンティウム運輸通信副大臣の案内でスうムを見学

的
に
多
い
。

農

業

部

の

農

村

が

圧

倒

人

た

ち

は

‘

東

北

ス
ラ

ム
に

来
る

-25-

方
に
あ
る
と
い
う
。

ま

だ

に

ふ

え

る

し、

ば

か
り
か
ヽ

vヽ

れ

よ

う

と

は

し

な

ザ
コ
寝
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

ポ
イ
。

悪
臭
が
鼻
を
つ
く
。

家
の
中
は
仕
切
り
が
な
く
。

板

ば

り

の

床

で

の

゜

て
い
る

ラ
ム
人
口
が
い
る
と
い
う
。

湿
地
偕
に
多
く
。

板
の
渡
り
廊
ド
で
、

広
が
っ

国

の

バ

ン

コ

ッ

ク

に

は

、

総

人

口

五

百

万

人

の

う

ち

百

五

十

万

人

は

ど

の

ス

は

い
わ
ゆ
る
ス
ラ
ム
街
。

三
つ
は
、
卜
年
前
に
改
善
し
た
と
こ
ろ
。

タ
イ
二
つ つ



、

ゞ

J
o

カ

な

よ

う

f

し

つ

つ

あ

る

こ

と

だ

け

は

た

し

日

本

に

対

す

る

悪

感

情

を

雌

成

騒

音

公

寓

と

い

い

こ
れ

ら

が

背

い

っ

ば

い

の

文

字

と

い

い

と゚
善

指

導

を

し

て

は

し

い

」

1

政

府

が

メ

ー

カ

ー

に

対

す

る

改

‘ゞ

り

組

ん

で

い

る

カ

日

本

で

も

々

も

騒

音

規

制

の

立

法

化

に

取

日

本

人

が

使

っ

て

い

る

日

本

製

の

車

に

比

べ

わ

れ

わ

れ

が

買

わ

さ

れ

ら

も

ち

込

ま

れ

た

も

の

だ

。

我

騒

音

公

害

は

‘

ま

さ

に

H
本

か

ぎ
る
。

バ

ン

コ

ッ

ク

で

の

車

の

パンコク都市開発プロジェクとによる騒音チェック

て

い

る

車

の

方

が

音

が

激

し

す

と

は

公

害

の

調

壺

を

行

っ

て

い

る

。

ゞ

と

こ

ろ

カ

今

ま

で

の

調

径

で

わ

か

っ

た

に

こ

び

り

つ

い

て

い

る

。

「

今

、

オ

ー

ト

バ

イ

を

は

じ

め

と

し

た

騒

音

云
え

~
一

改

善

し

て

は

し

い

」

と

強

い

U
調

て

言

っ

て

い

た

の

が

い

ま

だ

に

耳

ブ

ン

テ

ィ

ウ

ム

副

大

臣

が

、

「

こ

の

こ

と

だ

け

は

‘

ぜ

ひ

、

日

本

の

政

府

に

て
し、

な
し、

か

ど

う

か

゜

か

。
現

地

の

人

の

意

識

の

中

に

‘

反

日

感

情

を

芽

ば

え

さ

せ

る

要

素

に

な

っ

し

た

中

に

日

本

人

の

，
 

）
 

＇ 

‘、，
 

お
ご

が
な
い
か
。

植

民

地

主

義

の

意

識

は

な

い

経

過

、

歴

史

は

知

ら

な

い

。

し

か

し

、

結

果

か

ら

判

断

す

る

か

ぎ

り

そ
う

「

T
O
Y
O
T
A」

な

ど

の

文

字

が

べ

っ

た

り

と

書

か

れ

て

い

る

。

そ
の

こ
。
f
 
背

中

い

っ

ば

い

に

「

D
A
T
S
U
NL
 

「

M
A
Z
D
AL
 

「

¥.JI

S
 S
A
N」

小

型

ト

ラ

ッ

ク

を

み

て

、

ア

ッ

と

お

ど

ろ

く

と

同

時

に

嫌

悪

感

を

お

ば

え

-

i
ど

す

ー

日

本

車

の

洪

水

だ

。

ゞ

と

こ

ろ

カ

目

の

前

を

次

々

に

走

っ

て

い

る
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ホ 使事‘ツ田 氏小 地現ア貝 F 。 F-調のあ
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ル ー局リ本四 J 和：ア懇務 務部めり

゜ 等長オ会郎 I 止，一部談局 局侶イ船

書来二議監 C ‘報長 ゜次 艮官 ン沖

記所島に事 A 古告来 長 他来 ド準

官
0 

゜出
ヽ

‘田会所
ヽ

妍所
、一

来 席福 長成開 ゜ 情 任 ゜ 夕参

所 ゜田 谷良催 報 役 イ 与
゜ 赳 Ill 

ヽ 0 

交 貝 に
ヽ
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゜
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瓜 危 予危
四 士三． ー・

四 四 —I + 

囚i_ 
---------- . ヽ .... 一ヽ一 •. 

-, -, ネ ァ

、旦- 孜 衆国 ゜ ゜ツ
ジ

゜ ゜言 糧 合 ． 際 他 国 ア ア

プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐岸会 ‘人

を 口請国月 署 人 界超口 庁村 部藤 議フ 口

と す政及名 ロ で党問 ‘仁 昭 信員 ィ 事

る食る 府ぴ ．． vc 初派題 マ八 吾隆介 リ 情

こ 糧五忙十佐 関 の議議 ス郎 ヽ ピ視ヘ
と 間項現一藤 す 試員員 コ

ヽ
山団 ソ察

を題 目 実月 る みー懇 ミ w 崎長 ツ団

要解か的の隆 宣 で一談 関 ド 立粍 ツ 派

請決 ら且世 言 あ九会 係 レ 男
ヽ

遣

し の成っ界
L_ る名 L_ 等 I ‘田

＾ た為 る果人 ° で設 ノ< 加中 イ

宣
ヽ
° 敢ロ 国 発立 I 藤龍 ン'

言国 な ． 連 足
ヽ

ッ夫 ド

文連 諸食 ヘ式 ゜ J ヅ
ヽ ヽ

ヘ

゜に 政糧 於典 会 ク ェ八 ク

リ 策会 ．． 長 ィ ‘田 イ

I を議 国 " デ 貞
ヽ

ダ 採に 連 岸 イ 義 イ

I る先 本
ヽ

ン'ン'

ツ よ 立 部 信 グ ド
ツ う ち

ヽ 介 ネス
ヽ ヽ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日
。
開
発
協
会
発
足
に
至
る
経
緯
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四 • 四
1・ ． t・ 
十む九 十 1八

む

ジ中 I 第

゜ 顧 国ル南 参 p 堂斉
を先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 U 森藤 回

結進 N 来団寺孫 議ア家 国列 芳邦
成国 F 佐へ 子信員メ 族 ．． 国 夫吉 国
さ に P 武十宏藤介 r リ 計 提→ 佐六議

ヽ
際ヘ

せ も A 郎六 ‘吉へ八カ画 唱食藤十会 柏元 人
る 、一 ‘名他 ‘団名 ‘視 糧゚ 五同 原厚 口
ベ途名花ツ 和長ッカ察 と隆力盟 ヤ生 会

＜ 上 ‘村 田ツ ナ団 人代国会 ス大 議
‘国事仁 耕

ヽ クぐ た 口議 議 ‘臣
各に務八 作佐 ヽ メ 問士 中~
国 も局郎 ‘藤 キ 題 沢

ヽ

立 ‘五 阿 ツ L— 伊八
法人名他 部隆 コ ラ 登田
府口 昭

ヽ ヽ
イ 子貞ヘ ヘ

議問 吾住 コ ス 於 義総於
員題

ヽ
ロ ． .. 他 ‘勢・・

忙議 福栄 ン／ バ 東 佐 プ
呼員 岡作 ビ ン／ 藤四カ
びグ 義

ヽ
ア ク 五レ

かル 登
ヽ

構 隆 0 ス
け I 

ヽ プ 想 京 'O  卜
たプ ラ を

、～ 人-

゜
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ヘ十九

1 予危 ：夏 ~t ti: . 丈・ 五・
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田 井 谷 孫追部上藤 田 ノゞ ユ ジ 手 リ ジ ラ オ Jレ チ リ

子 四 ワ I 月 ア 順 ラ ア ポム ヤ ア

寛一 道 藤秀昭普 赳 十 ン テ I・ 議 及 ン 議 ウ
Iレ I ドド

之ニー 吉彦吾方隆夫 七 ヘ リ 七 貝 び 力 、-. 貝 Iレ 卜 I) 

機 国 I 日 フ 大 於 フ ス ビ
Iレ

、-、、-、、-、 へへ.,--._ .,....._ ,,..--._ ...-... セ I 
参参 参衆衆衆 衆 関 際 ！ オ 会 イ ．． ォ テ ダ シ チ ）レ

＂ ＂ 
．． 会 I 以 ン 二 I ン I ュ ッ ド

自 民 自 公社社 自 議 I・ ラ 降 ド ユ ラ Iレ チ
ピ

- -社 - -民-- - 百 場 El ム の I ム ッ
ン

ヽ 連 九
ヽ 第 展 テ第 サ 卜 夕ン

ヽ 十 開 リ シゴ
七 回 に I 回 I Iレ

名 つ ヽ
Iレ ゴ
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九
八
四

I・ 
- --------

ム云、 人
議 参議 ロ (3) (2) 

゜
加 と ④ ③ ② ① 主 起 司 議

つ A 長 国 開 最 第 第 第 な 草
vヽ F ．． ．． 

元"' 二 ネク'； 7 ラ ヽ^ の "里ヽヽ ヘ イ 長福 る 委

て p 佐 u A に ュ 日 ス ン LI 新 田 日 Iレ ン -田 日 El 貝 会長
p 藤 N F 関 I 1) ジ 目 次 俊 目 ム テ 赳 目 程 " ．． ．． 

D D p す テ ラ ツ -元夫へ ツ ラ 歓夫へ 石 ア サ ノゞ

活隆 p p る リ ン 卜
L 
陣ニ 卜 迎元 井 フ ツ ）レ

動 D ア -~Fl - 力 月 講士 月 ガ挨首 月 オ 卜 ラ

方 u 公 ジ 言 ア 十演 I・ シ ン 拶相 十 ー・ I ムゴ

針 N 式 ァ 採 ft 夕 九 国 八 ユ ンゞヽ -七 ラ ボ
ジ

と F 参 フ 択 民パ 日 家 日 ミ I グ 日 他 ム I ヤ
展 p 加 オ 参 卜- 揺1- ツ イ ロ ヽ 五事 Iレ 力
望 A 国 I 加 A 北 卜 ン I 名 務 I 

ラ
L ス 政 西 卜 ノゞ 総 ｝レ

、-、

,L-, ヽ I 十 ム 講 リ 策 独首 ）レ 長 ツヘ

後 p -」． 演 ラ 前相 -夕 イ
’‘ ン

の p 力 各 ン 首 コ

へルアI 議会国ド
活 F 国 国 力 人 相歓 ミ

動 - 代 厚 ロ 基迎 ツ

計 表 生 と 調挨 テ

画 者 大 開 演拶 イ ジ 長

に 臣 発 説 会
ヽ

-41 -



第

五

条

5

人
口
及
び
開
発
問
題
の
専
門
家
の
派
遣
及
び
受
入
れ

4
 事
業
（
農
業
開
発
事
業
を
含
む
。
）

会
議
及
び
研
究
会
の
開
催

へ
の
協
力

3. 

公
的
機
関
、

公
的
団
体
等
忙
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
忙
係
る
人
口
及
び
開
発

交
換
及
び
協
力

2. 

（
事
務
所
）

目
的
及
ぴ
事
業日

本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
問
題
と
開
発
に
関

す
る
調
査
研
究
等
を
通
じ
て
、
社
会
開
発
と
経
済
発
展
に
寄
与
し
、

推
進
忙
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
及
ぴ
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
及
び
開
発
問
題

問
題
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

（
食
料
・
農
業

忙
関
す
る
調
査
研
究
及
び
研
究
の
助
成

人
口
及
び
開
発
問
題
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
係
機
関
と
の
情
報
の

ー

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

（

事

業

）

ア
ジ
ア
忙
お
け
る
福
祉
の
向
上
と
平
和
の
確
立
及
び
我
が
国
の
国
際
協
力
の

第

四

条

こ
の
法
人
は
、

（目

的
）

第

章
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

条

こ
の
法
人
は
、

必
要
と
認
め
る
と
き
は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
支
部
を

（

支

部

）

二

号

永

田

町

T
B
R
ビ
ル
七
―

0
号
室
忙
置
く
。

第

条

第

条

〈

名

称

）

第

こ
の
法
人
は
、

こ
の
法
人
は
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
と
い
う
。

章

総

則

主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番

財
団
法
人
「
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
」

寄

附

行

為

も
っ
て
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第

十

条

第

九

条

上
の
同
意
を
得
、

（
経
費
の
支
弁
）

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
上
や
む
を
得

主
務
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
忙
要
す
る
経
費
は
、

又
は
担
保
忙
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
部
忙
限
り
処
分
し
、

連
用
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す

な
い
埋
由
が
あ
る
と
き
は
、

埋
事
会
忙
お
い
て
埋
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以

繰
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

こ
の
法
人
の
基
本
財
産
は
、
処
分
し
、

担
保
忙
供
し
、

（
基
本
財
産
の
処
分
の
制
限
）

（
資
産
の
管
理
）

決
を
経
た
確
実
な
方
法
忙
よ
り
、

行
う
も
の
と
す
る
。

又
は
運
用
財
産
忙

第

八

条

こ
の
法
人
の
資
産
は
、

埋
事
長
が
管
埋
し
、

そ
の
方
法
は
、

理
事
会
の
議

R

運

用

財

産

は

、

墓

本

財

産

以

外

の

財

産

と

す

る

。

財
産

3
 
9
i
 
ー

（
資
産
の
構
成
）

人
口
及
び
開
発
問
題
忙
関
す
る
資
料
の
収
集
及
び
提
供

資
産
及
び
会
計

こ
の
法
人
の
資
産
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

財
産
目
録
忙
記
載
さ
れ
た
財
産

事
業
忙
伴
う
収
入

そ
の
他
の
収
入

こ
の
法
人
の
資
産
を
分
け
て
、
基
本
財
産
及
ぴ
運
用
財
産
の
二
種
と
す
る
。

法
人
設
立
忙
捺
し
、

財
産
目
録
中
基
本
財
産
と
さ
れ
た
財
産

法
人
設
立
後
忙
基
本
財
産
と
す
る
こ
と
を
指
定
し
て
寄
附
さ
れ
た
財
産

法
人
設
立
後
忙
理
事
会
で
基
本
財
産
忙
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
議
決
し
た

②

基

本

財

産

は

次

忙

掲

げ

る

も

の

を

も

っ

て

構

成

す

る

。

第

七

条

（
資
産
の
種
別
）
5. 4. 3

寄
附
金
品

2. 

財
産
か
ら
生
ず
る
果
実

1. 

第

六

条

第

章

1

前
各
号
の
保
か
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

6
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②

理

事

長

は

、

こ
の
法
人
を
代
表
し
、

こ
の
法
人
の
業
務
を
総
理
す
る
。

第

十

七

条

こ
の
法
人
忙
理
事
長
を
置
き
、
埋
事
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

（
理
事
長
）
RR  

監
事
は
、

民
法
第
五
十
九
条
の
職
務
を
行
う
。

理
事
は
、

埋
事
会
を
構
成
し
、

こ
の
法
人
の
業
務
を
議
決
し
、
執
行
す
る
。

第

十

六

条

埋

事

及

び

監

事

は

、

理
事
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

（
理
事
及
び
監
事
）

②

理

事

及

び

監

事

は

、

相
互
妬
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

監
事

1. 

理
事

第

十

五

条

（

役

員

）

第

四

章

役

員

等

第

十

四

条

全
部
又
は
一
部
を
基
本
財
産
忙
繰
り
入
れ
る
か
、

会
計
年
度
末
忙
剰
余
金
が
生
じ
た
と
き
は
、

埋
事
会
の
議
決
を
経
て
そ
の

（
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
）

（
事
業
報
告
書
及
び
収
支
計
算
書
等
）

第

十

二

条

毎
年
度
の
事
業
報
告
書
、

理
事
長
が
作
成
し
、

該
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
忙
主
務
大
臣
忙
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
剰
余
金
の
処
分
）

第

十

三

条

も
の
と
す
る
。

（
会
計
年
度
）

日
忙
終
る
。

―
―
名
以
内

収
支
計
算
書
、
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
は
、

監
事
の
監
査
を
経
た
後
、

こ
の
法
人
忙
次
の
役
員
を
置
く
。

十
五
名
以
上
二
十
名
以
内

埋
事
会
の
議
決
を
経
て
、

当

又
は
翌
年
度
忙
繰
り
越
す

こ
の
法
人
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
忙
始
ま
り
翌
年
―
―
―
月
―
―
-
+
-

又
は
収
支
予
算
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

会
計
年
度
開
始
前
に
主
務
大
臣
忙
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
計
画

第

十

一

条

こ
の
法
人
の
事
業
計
画
及
ぴ
収
支
予
算
は
、

る。

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
毎
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（
事
務

（顧

② 

第
二
十
二
条

3
 

?
i
 
ー

寄
附
行
為

ら
な
い
。
理
事
長
は
、

主
た
る
事
務
所
柘
‘

こ
の
寄
附
行
為
で
別
に
定
め
る
も

置
く
。

第

二

十

条

第
二
十
一
条局）

こ
の
法
人
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

の
基
本
方
針
忙
関
し
、

理
事
長
の
諮
問
忙
応
じ
、

こ
の
法
人
の
運
営

こ
の
法
人
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
事
務
局
を
設
け
、

事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
忙
関
し
必
要
な
事
項
は
、

て
、
理
事
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

（
帳
簿
及
び
書
類
の
備
付
け
）

第
二
十
二
条
の

2
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

理
事
、

許
可
‘

監
事
等
及
び
職
員
の
名
簿
及
び
略
歴
書

認
可
等
及
び
登
記
に
関
す
る
書
類

必
要
な
職
員
を

理
事
会
の
議
決
を
経

又
は
意
見
を
述
べ
る
。

R

顧

問

は

、

理
事
会
の
推
薦
忙
よ
り
埋
事
長
が
委
嘱
し
、

問）
の
議
決
忙
よ
り
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
、

又
は
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
の
あ
っ
た
と
き
は
、

理
事
会

役
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
戦
務
の
執
行
に
耐
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

（

解

任

）

で
は
、

現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

そ
の
職
務
を
行
う
。

③

役

員

は

、

辞
任
又
は
任
期
尚
了
後
に
お
い
て
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま

②
補
欠
又
は
増
員
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、

前
任
者
又
は
他
の

第

十

九

条

役

員

の

任

期

は

、

（

任

期

）

（
副
理
事
長
）

副
埋
事
長
は
、

②
 長

が
欠
け
た
と
き
は
、

第

十

八

条

一
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

理
事
長
を
補
佐
し
、

埋
事
長
忙
事
故
あ
る
と
き
又
は
理
事

そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

こ
の
法
人
忙
副
理
事
長
一
名
を
置
き
、

理
事
の
な
か
か
ら
互
選
す
る
。
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第
二
十
八
条

（議

や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
理
事
会
に
出
席
で
き
な
い
理
事
は
、

は
議
長
が
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
五
条

第
二
十
七
条

埋
事
又
は
監
事
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と

日
時
、
場
所
を
示
し
て
文
書
を
も
っ
て
七
日
前
ま
で
忙
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

理
事
会
は
、

た
だ
し
、

理
事
全
員
の
承
諾
が
あ
る
と
き
又
は
緊
急
を
要

埋
事
現
在
数
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

埋
事
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

（
書
面
表
決
等
）

第
二
十
八
条
の

2

た
だ
し
、

可
否
同
数
の
場
合
に

理
事
会
の
議
決
は
、

こ
の
寄
附
行
為
で
別
忙
定
め
る
も
の
の
殴
か
、

決
）
が
で
き
な
い
。

（
定
足
数
）

第
二
十
六
条
理
事
会
の
議
長
は
理
事
長
と
す
る
。

（議

長
）
す
る
と
き
は
、

こ
の
日
数
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
容
、

R
理
事
会
を
招
集
す
る
忙
は
、

理
事
忙
対
し
会
議
の
目
的
た
る
事
項
、

き
は
、

理
事
長
は
速
や
か
忙
理
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

R 

埋
事
会
は
理
事
長
が
招
集
す
る
。

（

招

集

）

2

そ
の
他
、

1. 決
す
る
。

第
二
十
四
条

（

権

能

）

第
二
十
三
条

（

構

成

）

第

五

章

5
 
4. 

理
事
会
は
、

そ
の
他
必
要
な
書
類
及
び
帳
簿

埋
事
会
は
、

理

事

理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

こ
の
法
人
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
こ
と

予
算
を
伴
わ
な
い
権
利
の
放
棄
ま
た
は
義
務
の
負
担

会

収
入
及
び
支
出
忙
関
す
る
帳
簿
及
ぴ
証
拠
書
類

あ
出
席

そ
の

こ
の
寄
附
行
為
忙
規
定
す
る
も
の
の
祖
か
、
次
の
事
項
を
議
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第
三
十
二
条

こ
の
法
人
の
解
散
は
、

の
同
意
を
得
‘

（

解

散

）

同
意
を
得
、

主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い
。

第
三
十
一
条

寄
附
行
為
の
変
更
及
び
解
散

（
寄
附
行
為
の
変
更
）

こ
の
寄
附
行
為
は
、

埋
事
会
忙
お
い
て
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上
の

理
事
会
に
お
い
て
埋
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上

主
務
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
解
散
す
る
。

第

六

章 ③
議
事
録
は
、
事
務
所
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5. 1. 

（
監
事
の
出
席
）

第
二
十
九
条

（
議
事
録
）

第

三

十

条

日
時
及
び
場
所

理
事
の
現
在
数
及
び
出
席
埋
事
（
書
面
表
決
者
及
び
表
決
委
任
者
を
含

議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

議
事
録
署
名
人
の
選
出
忙
関
す
る
事
項

3. 

議

案

む
。
）

の
氏
名

2
 

ー 署
名
人
二
人
以
上
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

及
び
出
席
埋
事
の
う
ち
か
ら
、

そ
の
理
事
会
忙
お
い
て
選
任
さ
れ
た
議
事
録

②

議

事

録

は

、

議

長

が

作

成

し

、

少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
記
載
し
、
議
長

理
事
会
の
議
事
忙
つ
い
て
は
、

議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

監
事
は
、

理
事
会
に
出
席
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

③

第

一

項

の

代

理

人

は

、

代

理

権

を

証

す

る

書

面

を

本

協

会

忙

提

出

し

な

け

な
い
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。

②

前

項

の

書

面

は

、

埋
事
会
の
開
催
の
日
の
前
日
ま
で
忙
本
協
会
に
到
達
し

場
合
忙
お
い
て
、

前
二
条
の
適
用
忙
つ
い
て
は
、

出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

の
出
席
埋
事
を
代
理
人
と
し
て
表
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ら
か
じ
め
通
知
さ
れ
た
事
項
忙
つ
い
て
、

書
面
を
も
っ
て
表
決
し
、

こ
の

又
は
他
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行
す
る
。

¢
'
 

た
だ
し
、
第
十
五
条
の
規
定
の
変
更
忙
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施

か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
寄
附
行
為
の
変
更
は
、

附

則

規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、
別
紙
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
忙
よ
る
。

4. 

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
及
ぴ
収
支
予
算
は
、

3. 

わ
ら
ず
、

わ
ら
ず
、
別
紙
役
員
名
簿
の
と
お
り
と
し
、

そ
の
任
期
は
、
第
十
九
条
の
規
定
忙
か
か

2. 

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
忙
か
か

昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

こ
の
法
人
の
設
立
の
日
の
属
す
る
会
計
年
度
は
、
第
十
四
条
の
規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、

設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
＝
―
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

三
十
一
日
）

主
務
大
臣
の
認
可
の
あ
っ
た
日

第
十
一
条
の

（
昭
和
五
十
八
年
三
月

ー

こ
の
寄
附
行
為
は
、

附

厚
生
大
臣
の
設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

第

七

則

な
事
項
は
、

理
事
長
が
定
め
る
。

第
三
十
四
条

こ
の
寄
附
行
為
忙
定
め
る
も
の
の
殴
か
、

章

雑

す
る
。

（
残
余
財
産
の
処
分
）

第
三
十
三
条

則

こ
の
法
人
の
解
散
忙
伴
う
残
余
財
産
は
、

こ
の
法
人
の
運
営
忙
関
し
必
要

埋
事
会
の
議
決
を
経
て
、

主
務

大
臣
の
許
可
を
得
て
、
類
似
の
目
的
を
も
つ
公
益
法
人
に
寄
附
す
る
も
の
と
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